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　会津 A コースの仲間は、野口英世記念館

に向かい、それから白虎隊の剣舞を見まし

た。白虎隊は、幕末の会津戦争で政府軍と

戦った若者たちで、悲しい歴史をテーマに

したものです。みんなで、赤べこの絵付け

を行いましたが、皆さん、楽しそうに絵付

けをしました。会津は、NHK の大河ドラマ

「八重の桜」で、その話が知られるところと

なりましたが、舞台セットが展示してある

記念館を見学し、赤瓦の鶴ヶ城を見学しま

した。会津の歴史を感じながらの視察観光

になりました。

　会津Bコースは、まず飯盛山に向かいました。

飯盛山は、白虎隊が自刃した場所です。江戸

時代、戊辰戦争で、新政府軍と幕府方の会津

藩が戦った会津戦争の時、会津藩の少年たち

の白虎隊が、飯盛山に逃れ、城下にあがった

火を落城と錯覚し自刃したとされています。

白虎隊の 19 人の若武者の墓に、手を合わせま

した。

　その後、鶴ヶ城と野口英世記念館を見まし

た。野口英世は、福島県生まれの細菌学者で

黄熱病や梅毒等の研究で、1,000 円札のモデル

になったほど有名な学者です。母が英世の事

を思って書いた手紙にジーンときました。

　朝早く出発したバスは、磐越道をいわき

方面に向かいました。高速から降りて、ま

ず向かったのが、いわき市平薄磯にある塩

屋埼灯台です。東日本大震災で大きな被害

にあった地域ですが、故美空ひばりさんが

歌った「みだれ髪」の塩屋埼がモチーフで

あり、灯台のたもとに立つ「みだれ髪」歌

碑にたくさんの人が訪れています。慰霊碑

の前に立つと、ひばりさんの曲が流れまし

た。また、薄磯で津波により亡くなった小

学生、鈴木姫花さんがデザインしたハンカ

チのお話は印象深いものでした。

　「アクアマリンふくしま」は、いわき市に

ある水族館ですが、津波で被害を受け、ほ

とんどの魚が死んでしまいました。しかし、

スタッフと支援者の懸命の努力で、営業を

再開していました。「ららみゅう」で食事と

お買いものをしました。原発事故で、漁師

が近海で魚を獲ることができない状態が続

いています。復興に向けて、がんばってい

る福島と、それが出来ていない福島が見え

ました。

「アクアマリンふくしま」前に積まれた瓦礫

赤べこの絵付け体験

（会津地方の）アヅ （浜通りの）ハマー

（中通りの）ナカマン

白虎隊の剣舞

浪江町で青田さんの話をきく

津波で流された船

　視察観光コースで、最も人気にあったのが、

南相馬コースです。バスに添乗し、ぴーなっ

つの青田さんと石田さんが、震災からの事を

話して下さいました。南相馬に向かう途中、

飯舘村を通りましたが、すべての村民が避難

して雑草が生い茂っています。除染作業中と

いう看板が目立ちます。

　南相馬市に入り、道の駅で休憩し、国道 6

号線を南下しました。福島第一原発から 20 キ

ロ以内の旧警戒区域、双葉郡浪江町に入りま

した。人のいない静まりかえった町。許可を

得て、請戸地区に入りましたが、打ち上げら

れた船が今もなお残されていて、2011.3 月か

ら時が止まったような光景でした。

　特別シンポジウムでは、アクセスホーム

さくらの渋谷久美子さん、福島の子どもた

ちを守る法律家ネットワークの河崎建一郎

さん、JDF 被災地障がい者支援センターふ

くしまの元事務局長の和田庄司さん、福島

原発事故告訴団の代表の武藤類子さんが、

それぞれの立場で話されました。渋谷さん

は原発事故がもたらした事について、和田

さんからは障がいを持つ人の状況について、

河崎さんからは苦悩する住民たち、武藤さ

んからは反原発活動で見えて来たことが語

られ、2 年半経ってなお深刻になってきて

いる状況について、討議しました。障がい

を持つ人の暮らしは元に戻らず、不足する

職員の数とスキルアップが求められる状況

にあります。今、どのような支援が必要な

のか、みんなで話し合いました。

　誰もが安心して生きるために何が必要な

のか？武藤さんは、原発との関わりと命を

守ることが大切であると話され、和田さん

は、地球規模の新しい仕組み作りが必要で

はないかと提言し、それぞれのシンポジス

トから、将来に向けての提言がありました。

　閉会行事では、きょうされんの西川副理

事長からお話があり、大会アピールを NPO

法人コーヒータイムで働く志賀千鶴子さん

が読み上げ、採択されました。実行委員長

の大和田新さんから、次回開催される神奈

川支部に向けてエールが送られ、東北ふく

しま大会の思いが込められたタペストリー

と大会旗が手渡されました。

支えあう、 地域、 人権、 そして未来
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< 特別協賛 >

会津（飯盛山）コース いわきコース 南相馬コース

ツイッター

http://twitter.com/2013_fukushima

　ＮＥＸＴの文字には、南相馬ファクトリー

（ふたばの里）が製作したバッチが散りばめ

られて、思いは次回の神奈川に引き継がれ

ました。すばらしい大会になりました。

　参加された皆さん、準備をしてきた東北

の仲間たち、ありがとうございました！

命を守る。生活を守る。命を守る。生活を守る。
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